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1.  平成22年3月期第1四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第1四半期 17,596 △26.6 455 △73.2 745 △62.5 422 △68.1

21年3月期第1四半期 23,967 ― 1,699 ― 1,988 ― 1,321 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第1四半期 3.25 ―

21年3月期第1四半期 10.03 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第1四半期 101,086 47,112 44.4 345.99
21年3月期 106,171 45,706 41.0 335.50

（参考） 自己資本   22年3月期第1四半期  44,889百万円 21年3月期  43,531百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 3.50 ― 3.50 7.00

22年3月期 ―

22年3月期 
（予想）

3.50 ― 3.50 7.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

36,000 △28.6 0 △100.0 300 △92.4 100 △96.2 0.77

通期 81,500 △17.7 1,500 △73.1 1,300 △76.1 500 △82.2 3.85
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
(注)詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 4．その他をご覧下さい。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注)詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 4．その他をご覧下さい。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
なお、業績予想に関する事項については、３ページ【定性的情報・財務諸表等】「3．連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第1四半期 135,516,455株 21年3月期  135,516,455株

② 期末自己株式数 22年3月期第1四半期  5,776,722株 21年3月期  5,765,069株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第1四半期 129,743,160株 21年3月期第1四半期 131,793,543株
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当第１四半期の経営環境は、金融危機から波及した景気低迷の影響が根深く、一部で景気底打ちの兆し

が見受けられたものの、依然として厳しい状況が続きました。 

当社グループはこのような状況の下で、各事業の業績の確保にグループをあげて取り組んでまいりまし

たが、受注高は185億５千３百万円と前年同期に比べ32.9％の減少、売上高は175億９千６百万円と前年同

期に比べ26.6％の減少となりました。利益面につきましても、経常利益は７億４千５百万円と前年同期に

比べ12億４千２百万円の減益、四半期純利益は４億２千２百万円と前年同期に比べ８億９千９百万円の減

益となりました。 

事業の種類別セグメントの業績につきましては、以下のとおりであります。 

電力機器事業では、一般民需向け製品の需要が減少したものの、国内電力会社向けや東南アジア向けは

引続き堅調に推移し、受注高は119億６千６百万円と前年同期に比べ6.5％の減少となりましたが、売上高

は108億６千万円と前年同期に比べ3.6％の増加、営業利益は12億２千３百万円と前年同期に比べ６億７千

１百万円の増益となりました。 

溶接メカトロ事業では、企業の設備投資抑制による影響が大きく、受注高は54億７千４百万円と前年同

期に比べ52.4％の減少、売上高は54億９百万円と前年同期に比べ47.9％の減少となり、営業損失が５千６

百万円と前年同期に比べ14億８千５百万円の減益となりました。 

半導体機器事業では、一部に工場の稼働率上昇など回復の兆しが見受けられましたが、新規投資に結び

つく程の力強さはなく、受注高は11億１千１百万円と前年同期に比べ66.6％の減少、売上高は13億２千９

百万円と前年同期に比べ57.5％減少し、営業損失が２億９千４百万円と前年同期に比べ４億６千５百万円

の減益となりました。 

  

  

  

当第１四半期末の資産合計は、1,010億８千６百万円と前年度末に比べ50億８千５百万円減少いたしま

した。これは、減収に伴い受取手形及び売掛金が減少したことが主な要因であります。 

負債合計は、支払手形及び買掛金の減少などにより539億７千４百万円となり、前年度末に比べ64億９

千万円減少いたしました。 

純資産合計は、主に評価・換算差額等が増加した結果、前年度末に比べ14億５百万円増加し、471億１

千２百万円となりました。なお、自己資本比率は前年度末の41.0％から3.4ポイント上昇して44.4％とな

り、1株当たり純資産は前年度末に比べ3.1％増の345円99銭になりました。 

  
  

  

当第１四半期における業績の進捗状況等を勘案し、平成21年５月12日に公表いたしました業績予想のう

ち、第２四半期累計期間の連結業績予想を修正しております。詳しくは、本日公表の「業績予想の修正に

関するお知らせ」をご参照下さい。 

  

  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

  

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がな

いと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を算定しております。 

  

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の

実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額

を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

  

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 

  

当該取引に係る損益率を合理的に見積って計算しております。 

  

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

  

① 完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更 

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事

契約に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成19年12月27日 企業会計基準第15号)及び「工事

契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会 平成19年12月27日 企業会計基準適用指

針第18号）を当第１四半期連結会計期間より適用し、当第１四半期連結会計期間に着手した工事契約

から、進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見

積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。 

この変更に伴う損益に与える影響はありません。 

  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法

② たな卸資産の評価方法

③ 固定資産の減価償却費の算定方法

④ 未実現損益の消去

⑤ 税金費用の計算

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,259 8,485

受取手形及び売掛金 17,515 22,866

商品及び製品 10,446 9,722

仕掛品 6,662 6,265

原材料及び貯蔵品 7,708 8,103

繰延税金資産 1,550 1,457

その他 2,023 2,184

貸倒引当金 △98 △98

流動資産合計 52,068 58,986

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 14,320 14,087

機械装置及び運搬具（純額） 5,538 5,739

工具、器具及び備品（純額） 1,141 1,215

土地 6,066 6,057

リース資産（純額） 299 299

建設仮勘定 683 696

有形固定資産合計 28,051 28,095

無形固定資産   

のれん 4 5

ソフトウエア 3,054 2,894

リース資産 3 3

その他 278 267

無形固定資産合計 3,341 3,170

投資その他の資産   

投資有価証券 11,218 9,759

出資金 306 303

長期貸付金 30 30

長期前払費用 236 276

前払年金費用 4,976 4,671

繰延税金資産 316 337

その他 739 740

貸倒引当金 △199 △198

投資その他の資産合計 17,625 15,919

固定資産合計 49,018 47,185

資産合計 101,086 106,171
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 13,347 18,577

短期借入金 12,650 13,311

1年内返済予定の長期借入金 3,308 3,330

1年内償還予定の社債 231 231

リース債務 97 91

未払法人税等 542 772

賞与引当金 805 1,666

役員賞与引当金 6 62

固定資産撤去損失引当金 115 115

その他 2,993 2,819

流動負債合計 34,099 40,978

固定負債   

社債 4,373 4,419

長期借入金 11,565 11,608

リース債務 223 224

繰延税金負債 1,137 614

退職給付引当金 1,465 1,460

役員退職慰労引当金 82 101

その他 1,027 1,057

固定負債合計 19,875 19,486

負債合計 53,974 60,464

純資産の部   

株主資本   

資本金 10,596 10,596

資本剰余金 10,030 10,030

利益剰余金 24,761 24,806

自己株式 △1,446 △1,443

株主資本合計 43,941 43,989

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,534 685

繰延ヘッジ損益 △1 △13

為替換算調整勘定 △585 △1,130

評価・換算差額等合計 947 △458

少数株主持分 2,223 2,175

純資産合計 47,112 45,706

負債純資産合計 101,086 106,171
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

売上高 23,967 17,596

売上原価 15,860 11,650

売上総利益 8,107 5,945

販売費及び一般管理費 6,407 5,490

営業利益 1,699 455

営業外収益   

受取利息及び配当金 110 101

持分法による投資利益 152 142

為替差益 72 88

その他 161 132

営業外収益合計 496 464

営業外費用   

支払利息 101 120

売上割引 43 21

その他 63 31

営業外費用合計 207 173

経常利益 1,988 745

特別利益   

固定資産売却益 － 3

特別利益合計 － 3

税金等調整前四半期純利益 1,988 749

法人税等 625 256

少数株主利益 40 70

四半期純利益 1,321 422
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,988 749

減価償却費 999 935

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1 △2

賞与引当金の増減額（△は減少） － △860

固定資産撤去損失引当金の増減額（△は減少） △706 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △16 5

前払年金費用の増減額（△は増加） △246 △305

受取利息及び受取配当金 △110 △101

支払利息 101 120

有形固定資産売却損益（△は益） － △3

売上債権の増減額（△は増加） 1,073 5,565

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,074 △413

仕入債務の増減額（△は減少） 1,787 △5,502

その他 △624 △1

小計 2,173 186

利息及び配当金の受取額 104 111

利息の支払額 △80 △78

法人税等の支払額 △932 △512

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,265 △292

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △0 △60

定期預金の払戻による収入 3 100

有形固定資産の取得による支出 △1,704 △658

有形固定資産の売却による収入 10 45

無形固定資産の取得による支出 △261 △273

投資有価証券の取得による支出 △377 △161

投資有価証券の売却による収入 － 226

その他 4 △2

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,325 △784

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,659 △661

社債の償還による支出 － △45

長期借入れによる収入 － 100

長期借入金の返済による支出 △502 △184

自己株式の取得による支出 △5 △3

配当金の支払額 △462 △455

その他 △17 △41

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,671 △1,292

現金及び現金同等物に係る換算差額 △672 177

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 938 △2,192

現金及び現金同等物の期首残高 6,829 8,366

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 372 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,140 6,174
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該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日) 

  

 
(注) １ 事業区分の方法は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業の主な製品  

  (1) 電力機器事業…………各種変圧器、受配電設備、開閉器、監視制御システム等  

  (2) 溶接メカトロ事業……電気溶接機、プラズマ切断機、産業用空気清浄機、産業用ロボット等  

  (3) 半導体機器事業………高周波電源、クリーン搬送ロボット等  

３ 「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９号）を

当第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価

切下げの方法）に変更しております。 

  この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第１四半期連結累計期間における営業利益は「電力機

器事業」が173百万円、「溶接メカトロ事業」が50百万円、「半導体機器事業」が31百万円減少しておりま

す。 

４ 当社及び国内連結子会社は、平成20年度の法人税法の改正を契機として、資産の利用状況を見直した結果、

当第１四半期連結会計期間より有形固定資産の耐用年数を変更しております。 

  この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第１四半期連結累計期間における営業利益は「電力機

器事業」が44百万円、「溶接メカトロ事業」が32百万円、「半導体機器事業」が８百万円、「消去又は全

社」が３百万円減少しております。 

  

当第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

  

 
(注) １ 事業区分の方法は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業の主な製品  

  (1) 電力機器事業…………各種変圧器、受配電設備、開閉器、監視制御システム等  

  (2) 溶接メカトロ事業……電気溶接機、プラズマ切断機、産業用空気清浄機、産業用ロボット等  

  (3) 半導体機器事業………高周波電源、クリーン搬送ロボット等  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

電力機器 
事業 

(百万円)

溶接メカトロ
事業 

(百万円)

半導体機器
事業 

(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

10,464 10,375 3,127 23,967 ― 23,967

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

18 1 ─ 20 (20) ―

計 10,482 10,377 3,127 23,987 (20) 23,967

営業利益 552 1,428 171 2,152 (452) 1,699

電力機器 
事業 

(百万円)

溶接メカトロ
事業 

(百万円)

半導体機器
事業 

(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

10,859 5,407 1,329 17,596 ― 17,596

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

0 2 ─ 3 (3) ―

計 10,860 5,409 1,329 17,599 (3) 17,596

営業利益又は営業損失(△) 1,223 △56 △294 872 (417) 455
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前第１四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。  

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域  

  (1) アジア………………タイ、中国、台湾、韓国  

  (2) その他の地域………アメリカ、ドイツ  

３ 「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９号）を

当第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価

切下げの方法）に変更しております。 

  この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第１四半期連結累計期間における営業利益は「日本」

が255百万円が減少しております。 

４ 当社及び国内連結子会社は、平成20年度の法人税法の改正を契機として、資産の利用状況を見直した結果、

当第１四半期連結会計期間より有形固定資産の耐用年数を変更しております。 

  この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第１四半期連結累計期間における営業利益は「日本」

が86百万円、「消去又は全社」が３百万円減少しております。 

  

当第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。  

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域  

  (1) アジア………………タイ、中国、台湾、韓国  

  (2) その他の地域………アメリカ、ドイツ  

  

【所在地別セグメント情報】

日本 
(百万円)

アジア
(百万円)

その他の地域
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

19,026 2,581 2,360 23,967 ― 23,967

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

3,003 1,660 193 4,858 (4,858) ―

計 22,029 4,241 2,553 28,825 (4,858) 23,967

営業利益 1,702 401 83 2,187 (488) 1,699

日本 
(百万円)

アジア
(百万円)

その他の地域
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

14,567 1,998 1,030 17,596 ― 17,596

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

786 965 50 1,802 (1,802) ―

計 15,353 2,963 1,081 19,398 (1,802) 17,596

営業利益又は営業損失(△) 611 256 △110 757 (302) 455
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前第１四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。  

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域  

  (1) 北米……アメリカ、カナダ 

  (2) アジア……タイ、中国、台湾、韓国 

  (3) その他の地域……ヨーロッパ、南米  

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

当第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。  

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域  

  (1) 北米……アメリカ、カナダ 

  (2) アジア……タイ、中国、台湾、韓国 

  (3) その他の地域……ヨーロッパ、南米  

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

該当事項はありません。 

  

【海外売上高】

北米 アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 1,685 3,040 728 5,454

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ― ― 23,967

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

7.0 12.7 3.0 22.8

北米 アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 695 2,404 460 3,559

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ― ― 17,596

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

4.0 13.7 2.6 20.2

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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